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１．選定・評価方法の概要
　移動能力が大きい鳥類は、東京都の島しょ部においても渡り鳥であるシギ・チドリ類やカモ類
などは本土と共通種が多いが、繁殖する鳥類においては特有の鳥類相をもつ。陸鳥類では、固有
種や固有亜種が多く、種や亜種の進化の実例を見ることができる。また、海洋性の鳥類の営巣地
として機能している場所も多く、日本近海だけでなく太平洋の生物多様性保全上大きな役割も持
つといえる。
　検討対象種は、陸上に加えて島しょ近海を重要な生息環境としていると考えられる種について
は含めることとした。
　伊豆諸島では、32 科 85 種・亜種を検討対象種とした。本土に近い伊豆諸島は、本土と共通種
が多いが、アカコッコやイイジマムシクイなど固有種に加えて、タネコマドリやモスケミソサザ
イなど固有亜種が存在する。ヤマガラは、島ごとに亜種が分かれており、進化の実例を示すもの
となっている。
　小笠原諸島では、23 科 39 種・亜種を検討対象種とした。小笠原諸島は、本土からの距離が大
きいためメグロ、アカガシラカラスバトなど固有種・固有亜種が多いが、オガサワラマシコやオ
ガサワラカラスバト、オガサワラガビチョウなど、日本で絶滅した鳥類の多くが小笠原諸島に集
中する。
　検討にあたっては、定量的に判定することを原則とした。ランクの判定では、広域的な分布や
生息状況を考慮に入れた。

２．選定・評価結果の概要
＜伊豆諸島＞
　検討の結果、CR( 絶滅危惧Ⅰ A 類 )5 種、EN( 絶滅危惧Ⅰ B 類 )10 種、VU( 絶滅危惧Ⅱ類 )10 種、
NT( 準絶滅危惧 )12 種、DD( 情報不足 )3 種となった。
　鳥類に与える脅威としては、北部の神津島や新島では森林面積が少なくなっているので、森林
の伐採があるとヤマガラ類など森林性の鳥類への影響が大きいと考えられる。三宅島は、雄山の
噴火によりウチヤマセンニュウの国内最大の生息地であった火口原が消失したほか、続く火山ガ
スにより植生回復が遅れており、陸生鳥類に大きな影響を与えている。また、人為的に導入され
たニホンイタチが増加し、アカコッコの生息数の減少が著しい。御蔵島では、近年野外でのネコ
の目撃が増えており、今後、オオミズナギドリへの影響に留意が必要である。海鳥であるカンム
リウミスズメの営巣地は三宅島近傍の大野原島や神津島近傍の祗苗島などの小島に存在する。営
巣地へのネズミの侵入は卵やヒナの捕食を生じ、釣り人の上陸は繁殖活動を撹乱すると考えられ
る。

＜小笠原諸島＞
　検討の結果、EX( 絶滅 )11 種、CR( 絶滅危惧Ⅰ A 類 )4 種、EN( 絶滅危惧Ⅰ B 類 )5 種、VU( 絶滅
危惧Ⅱ類 )5 種、NT( 準絶滅危惧 )3 種、LP( 絶滅のおそれのある地域個体群 )1 種となった。
鳥類に与える脅威としては、森林の伐採や外来植物や外来草食動物による植生環境の変化の影響
が大きい。また、海洋性鳥類のコロニーへのネズミ等の侵入リスクは常に存在し、一度侵入を許
せば個体群に壊滅的な打撃を与えるおそれがあるので、ネズミ等が侵入しないような取組が必要
である。アカガシラカラスバトやアホウドリ類については保護増殖事業が進められていること、
外来生物対策も実施されていることから生息状況や生息環境条件の回復も期待される。

( 金井 裕 )
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【形態・生態】

　全長 45cm。雄の繁殖羽は派手な羽色で、冠羽と銀杏羽が特徴。雌は
全体的に灰色。主に植物質食で、スダジイなどの堅果を好むほか、植物
の種子、水生植物の茎などを採食する。水生昆虫や軟体動物も採食する。
繁殖期は 4 ～ 7 月で、樹洞などに卵を産む。一腹卵数は 7 ～ 12 個。雌
のみで抱卵し、育雛を行う。
【分布の概要】

　主に本州 ( 中部以北 ) で繁殖する。日本海側を除くほぼ全国で越冬する。
伊豆諸島には少数が越冬のために訪れる。
【伊豆諸島における生息環境】

　スダジイやタブノキなどの照葉樹林に囲まれた三宅島の池では、少数
が越冬する。
【伊豆諸島における生存に対する脅威や保全上の留意点】

　水辺に照葉樹が覆いかぶさるように茂った薄暗い環境を保全することが望ましい。また、ねぐらや休息場所を確保し、
人の立入りに留意することが望ましい。
【関連文献】

　藤巻裕蔵 ( 編著 ), 2006.

【形態・生態】

　全長 40cm。体色は黒色で紅紫色や緑色の金属光沢がある。ウッウー、
ウッウーと太い声で鳴く。暖かい地方の海岸や島で留鳥として生息する
が、生息数は多くない。照葉樹林などの密生した樹林を好む。直立した
姿勢で枝にとまり木の実や花芽などを採食するが、地上に落ちた木の実
を採食することも多い。比較的ゆっくり羽ばたいて飛ぶ。
【分布の概要】

　日本と朝鮮半島南部の海岸や島しょのみに分布し、留鳥として本州中
部以南の島しょに生息する。春と秋の渡りの時期には日本海側の島しょ
で観察されることが多い。
【伊豆諸島における生息環境】

　スダジイやタブノキのよく発達した照葉樹林に留鳥として生息する。
【伊豆諸島における生存に対する脅威や保全上の留意点】

　地上で採食する場合も多いので、ニホンイタチやネコなどによる捕食が直接的な脅威となる。また、生息環境となる面
積の大きい照葉樹林の改変を避け、現状を保全することが望ましい。
【関連文献】

　岩崎由美・市石博 , 1998; 中野晃生 , 2006.

【形態・生態】

　全長 80cm。体は白色で、翼の上面と尾羽は濃灰色。一夫一妻で繁殖し、
一腹卵数は 1 個。繁殖開始は 8 ～ 9 歳。繁殖期以外は海上で暮らす。主
に表層で、イカ類、魚類、甲殻類などを採食する。イカ類への依存度が
高い。
【分布の概要】

　北太平洋北部に広く分布する。小笠原諸島、ハワイ諸島で繁殖する。
【伊豆諸島における生息環境】

　現在は繁殖していない。伊豆諸島近海、特に南部の海域では冬によく
観察される。
【伊豆諸島における生存に対する脅威や保全上の留意点】

　プラスチック類やゴミの誤飲、有害物質や油流出事故による海洋汚染
が生存に対する脅威であり、汚染防止を進めていくことが望ましい。漁
業による混獲のおそれもある。
【関連文献】

　中村登流・中村雅彦 , 1995; 長谷川博 , 2003.

コアホウドリ
Phoebastria immutabilis

ミズナギドリ目
アホウドリ科

オシドリ
Aix galericulata

カモ目
カモ科

カラスバト
Columba janthina janthina

ハト目
ハト科
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【形態・生態】

　全長 70cm。全身がすすけた黒褐色で、嘴のつけ根と目の下は白い。
嘴と足は黒い。10 ～ 5 月にかけて、一夫一妻で繁殖する。繁殖開始は 7
～ 8 歳。一腹卵数は 1 個。イカ類、魚類、甲殻類などを採食し、特にト
ビウオ類を好む。
【分布の概要】

　太平洋北部に広く分布する。伊豆諸島、小笠原諸島、尖閣諸島、ハワ
イ諸島で繁殖する。
【伊豆諸島における生息環境】

　鳥島のまばらに草本類が生える斜面、あるいは裸地で繁殖する。伊豆
諸島近海では、冬から春にかけて海上で観察される。
【伊豆諸島における生存に対する脅威や保全上の留意点】

　営巣地の植生の貧弱化、クマネズミによる雛や卵の捕食、プラスチッ
ク類やゴミの誤飲、有害物質や油流出事故による海洋汚染が生存に対する脅威であり、汚染防止を進めていくことが望ま
しい。漁業による混獲の恐れもある。
【関連文献】

　中村登流・中村雅彦 , 1995; 長谷川博 , 2003.

【形態・生態】

　全長 90cm。成鳥は胴が白く頭部は黄色。翼の先端と後縁、尾の先端
は黒褐色。嘴は淡い紅色。一夫一妻で一腹卵数は 1 個。親鳥は 10 月ご
ろに繁殖地に渡来し、雛は 5 月ごろに巣立つ。巣立ち後 3 ～ 4 年で帰島し、
繁殖開始は平均 7 歳。海の表層でイカ類や甲殻類、魚類を採食する。
【分布の概要】

　伊豆諸島、尖閣諸島で繁殖する。最近、ハワイ諸島のミッドウェー環
礁でも繁殖が確認された。非繁殖期には主に北太平洋北部で過ごす。
【伊豆諸島における生息環境】

　鳥島のまばらに草本類が生える斜面や裸地に営巣する。
【伊豆諸島における生存に対する脅威や保全上の留意点】

　営巣地の植生の貧弱化、クマネズミによる雛や卵の捕食、プラスチッ
ク類やゴミの誤飲、有害物質や油流出事故による海洋汚染が生存に対す
る脅威である。鳥島の噴火の影響を軽減するために、小笠原諸島の聟島への再導入が進められている。
【関連文献】

　長谷川博 , 2003; 江田真毅・樋口広芳 , 2012.

【形態・生態】

　全長 48cm。背中は灰褐色で下面は白色。頭部には褐色の斑点があり、
嘴や足は淡紅色。伊豆諸島には夏鳥として 3 月ごろに戻ってくる。一夫
一妻で繁殖し、一腹卵数は 1 個。産卵期は 6 ～ 7 月。抱卵は約 55 日。
日中は海上で採餌、夜は巣に戻り、雛に給餌する。海の表層あるいは浅
く潜り、甲殻類、イカ類、小魚などを採食する。親鳥は巣穴に雛を残し
たまま南下し、雛は自力で巣立ち、南へ向かう。
【分布の概要】

　主に日本近海で繁殖し、国外では朝鮮半島、中国、ロシア東南部の島
しょで繁殖する。非繁殖期には東南アジアからオーストラリア付近にま
で南下する。
【伊豆諸島における生息環境】

　照葉樹林の斜面や大木の根元などに穴を掘り、集団で繁殖する。
【伊豆諸島における生存に対する脅威や保全上の留意点】

　繁殖地でノネコ、ネズミ類による捕食の影響があるため、対策が必要である。有害物質や油流出事故による海洋汚染も
あり、汚染防止を進めていくことが望ましい。
【関連文献】

　中村登流・中村雅彦 , 1995.
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